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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
で
、
大
学
は
新
学
期

よ
り
遠
隔
授
業
を
始
め
、
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
大
学
が
多

い
。
学
生
の
通
学
時
の
過
密
を
避
け
た
い
と
い
う
理
由
が

主
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
遠
隔
授
業
を
行
う
設
備
と

デ
ジ
タ
ル
能
力
が
、
教
職
員
と
学
生
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。

　

遠
隔
授
業
に
は
大
き
く
2
種
類
あ
り
、一
つ
は
「Zoom

（
ズ
ー
ム
）」
の
よ
う
に
同
時
配
信
、
双
方
向
の
形
態
、

も
う
一
つ
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
形
態
。
学
生
か
ら
は
、
遠

隔
授
業
に
対
し
て
は
「
皆
と
一
緒
に
勉
強
し
た
い
」
な
ど

不
満
も
聞
か
れ
る
が
、
授
業
満
足
度
は
高
い
（
敬
愛
大
6

月
調
査
「
満
足
」
83
％
）。

　

教
室
で
の
授
業
よ
り
遠
隔
授
業
の
方
が
、
学
生
の
自
主

的
学
習
時
間
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
た
い
。
昨

年
11
〜
12
月
に
行
わ
れ
た
文
部
科
学
省
の
「
全
国
学
生
調

査
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
大
学
生
は
授
業
に
は
よ
く
出
席

す
る
（
週
に
11
時
間
以
上
出
席
72
％
、
平
均
17
時
間
）。

し
か
し
「
予
習
、
復
習
、
課
題
な
ど
」
を
す
る
学
生
は
少

な
い
（
週
に
5
時
間
以
下
が
67
％
、
平
均
5
時
間
）。

　

米
国
の
大
学
に
は
、
学
生
を
勉
強
さ
せ
る
仕
組
み
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
各
授
業
の
必
読
文
献
が
配
布
さ
れ
、
図

書
館
、
討
論
、
ノ
ー
ト
の
点
検
、
リ
ポ
ー
ト
、
試
験
問
題

と
、
必
読
文
献
の
熟
読
が
お
の
ず
と
促
さ
れ
、
学
生
の
自

主
的
勉
強
時
間
は
長
い
。
日
本
の
大
学
で
も
授
業
改
革
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
が
遠
隔
授
業
で
様
変
わ
り
し
た
。

　

遠
隔
授
業
に
な
る
と
通
学
時
間
、
友
人
と
の
私
語
、
教

師
の
𠮟
責
や
無
駄
話
等
が
な
く
、
学
生
は
授
業
の
内
容
や

課
題
に
集
中
で
き
、
自
主
的
学
習
時
間
が
確
実
に
増
え
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
い
じ
っ
た
り
私
語
を
し
た
り
し
て
授

業
を
や
り
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ず
、
課
題
の
文
献
を
自
分

で
じ
っ
く
り
読
み
、
リ
ポ
ー
ト
を
書
き
試
験
を
受
け
ざ
る

を
得
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
教
員
と
の
意
見
交
換
も

増
え
る
。

　

今
後
は
遠
隔
授
業
も
定
着
し
て
、
大

学
で
の
授
業
と
の
併
用
に
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
日
本

の
大
学
の
授
業
や
学
生
の
学
び
方
が
変

わ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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